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研究テーマ（発表タイトル） 

トクホ市場をどこまでも～Ｓ‐Ｄロジックを用いた市場拡大～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 近年健康寿命という言葉が注目を集めている。平均寿命と健康寿命の差の期間に医療費や介護費が多くかかっているという

問題がある。そこで健康食品、主に特定保健用食品の活用が問題解決に一役買うのではないかと考え、トクホ市場の現状を知

り、今後の市場動向を考察する。利用者増加のためにＳＤＬを活用し、トクホ市場の拡大に向けて自分たちの意見を提言する。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

1991 年に特定保健用食品制度が開始された。2003 年に花王株式会社からヘルシア緑茶が発売され、ヒット商品となった。

ヘルシア緑茶のヒットに加え、メタボリックシンドロームという言葉が 2006 年の流行語となり、トクホ商品の認知拡大につながったと

考えられる。現在ではヘルシア緑茶だけでなく、伊右衛門特茶やメッツコーラなどが、様々な企業からトクホ商品が販売され、競争

は激化しているといえる。しかし近年、トクホ市場の規模は、横ばい傾向である。 

 

３．研究テーマの課題 

 最終的な目標は平均寿命と健康寿命の差を縮めることである。これを目指すにあたってトクホ商品に焦点を絞り、トクホ商品の

利用者を増やすことと、市場拡大を目指す。その過程でどのようなマーケティング方法を使って、利用者を増やすのか。を自分たち



で考えた。そこでＳＤＬを駆使して問題解決を図る。しかし、ＳＤＬ自体にも課題がある。自分たちでＳＤＬのより良い利用法

を見つけ出す。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 利用者を増やすための戦略としてＳＤＬ（サービス・ドミナント・ロジック）を愛知淑徳大学のフウ先生にご教授いただき、ＳＤ

Ｌについて学んだことを活かし、どのように利用者を増やし市場拡大につなげるかを提言する。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 対面・配布方式のアンケートによる特定保健用食品に対する一般的なイメージ調査を行った。（調査日：7 月 18 日・19

日・22 日・23 日）健康にいいという回答が最も多かったが今回注目するのは価格が高いという調査結果である。しかし利用者

アンケートでは高価格が足かせという結果ではなく安全性や商品の機能を重視する声が多かった。このことから高価格が足かせで

はないことがわかる。 

市場の拡大をはかる方法としてＳＤＬを提言する。愛知淑徳大学のフウ先生にご教授いただきＳＤＬがどういうものなのか、

どういう使い方が一番効果的かなどを学び、それを自分たちで今回の内容に当てはめる。 

 

６．結果や今後の取り組み 

 ＳＤＬが発展途中というのもあり、現在はＳＤＬよりもマーケティングミックス（４Ｐ）が主流である。ＳＤＬの活用法をより

具体的に見つけ出すことが今後のメインの研究となる。また、トクホ商品に対して消費者が過大評価していることが問題点である

ことから、ＳＤＬの考え方を用いて、消費者と価値を創造することにつなげることが必要だと考える。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 



※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「大会結果 Web ページ」に掲載されます。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に

変更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさ

せていただきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティング社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※パワーポイント内で動画を使用する場合は、必ず｢有｣とご記入ください。動画を使用する際の注意事項は参加要項に記載しております。 

※プレゼンツールを使用する場合は、必ず使用するツール名をご記入ください。企画シートにご記入が無い場合は、発表当日の使用はできません。あらかじめご了承ください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 

 


